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○一般質問



2

第２２７回滑川町議会４月臨時会

第２２７回滑川町議会臨時会が４月30日に開催され、下記４議案が原案通り可決されました。

臨
時
会
審
議

臨
時
会
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
事
業

Q
委
託
料
が
複
数
項
目
あ
る
。

外
部
の
委
託
先
と
職
員
で
、
ど
の

よ
う
な
構
成
の
接
種
事
業
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

A
接
種
会
場
は
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
・
町
職
員
が
対
応
し
、
会

場
設
営
や
シ
ス
テ
ム
等
を
外
部
に

委
託
す
る
。

Q
今
回
の
補
正
予
算
で
接
種
事

業
の
予
算
は
完
成
す
る
の
か
。
事

業
全
体・予
算
全
体
の
見
通
し
は
。

A
概
ね
、
こ
の
予
算
で
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
初
め
て

の
事
業
で
あ
り
、
今
後
、
追
加
予

算
等
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
。臨

時
交
付
金
の
予
算
配
分

の
方
針
は

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

６
７
８
５
万
円
の
予
算
配
分
の
方

針
は
。

A
感
染
予
防
を
優
先
す
る
政

策
、
町
民
の
生
活
を
優
先
す
る
政

策
に
重
点
を
置
き
、
各
課
か
ら
出

た
事
業
提
案
に
優
先
順
位
を
つ
け

て
決
定
し
た
。
継
続
事
業
・
新
規

事
業
合
わ
せ
24
事
業
と
な
る
。

小
規
模
事
業
者
等
事
業
継

続
支
援
金
３
０
０
０
万
円

Q
内
容
の
詳
細
は
。

A
昨
年
は
減
収
20
％
以
上
50
％

未
満
の
条
件
で
一
事
業
者
10
万
円

で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
減
収
20
％

以
上
を
条
件
と
し
一
事
業
者
15
万

円
と
す
る
。

Q
去
年
、こ
の
助
成
金
を
利
用
し

た
事
業
者
数
は
。今
年
度
２
０
０

社
と
見
込
ん
だ
根
拠
は
。

A
昨
年
度
の
交
付
事
業
者
は
97

件
。
50
％
以
上
減
収
し
、
国
か
ら

の
補
助
金
を
受
け
た
事
業
者
数
は

不
明
で
あ
り
、
今
年
度
の
対
象
は

想
定
数
で
２
０
０
社
と
決
め
た
。

要望
事
業
者
に
と
っ
て
15
万
円
と

い
う
金
額
の
意
味
合
い
に
疑
問
を

感
じ
る
が
、
昨
年
度
予
算
が
使
い

切
れ
な
か
っ
た
事
業
の
た
め
効
果

的
に
行
き
渡
る
よ
う
尽
力
し
て
ほ

し
い
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
も
支
援

をQ
小
規
模
事
業
者
支
援
金
は
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
も
対
象
に
。

A
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も
対
応
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（注）議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

議案審議 議　案　名

議席番号 1 2 3 5 6 7 9 10 11 12 13 14 議長

結　果

宮
島　

一
夫

高
坂　

清
二

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤　
　

明

北
堀　

一
廣

上
野　
　

廣

菅
間　

孝
夫

内
田　

敏
雄

吉
野　

正
浩

阿
部　

弘
明

瀬
上　

邦
久

議案第49号 専決処分の承認を求めることについて
（滑川町税条例等の一部を改正する条例） 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第50号 滑川町都市公園条例の一部を改正する条例の制
定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第51号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）
の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第52号 滑川町監査委員の選任について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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議会の新体制決まる
町
で
の
検
査
体
制
は
…

検
査
は
県
が
、
町
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
を

Q
感
染
予
防
対
策
と
生
活
支
援

が
柱
と
い
う
が
、
検
査
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。
県
は
高
齢
者
施
設

な
ど
の
検
査
を
進
め
る
と
い
う

が
、
町
で
は
ど
う
進
ん
で
い
る
の

か
。A町

と
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
力
を
入
れ
、
検
査

を
充
実
さ
せ
る
予
定
は
な
い
。
現

在
検
査
は
県
が
行
っ
て
い
る
。
高

齢
者
・
障
が
い
者
施
設
に
つ
い
て

は
集
団
接
種
の
後
に
予
定
し
て
い

る
。
高
齢
者
施
設
は
４
施
設
合
計

１
６
８
名
、
障
が
い
者
施
設
は

１
１
０
名
が
対
象
。

Q
変
異
株
は
若
年
層
に
も
感
染

す
る
。
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

A
感
染
源
を
絶
つ
と
い
う
こ
と
に

重
点
を
置
き
、
家
庭
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
対
象
者
が
い
る
場
合
、
登
校

を
控
え
て
い
た
だ
く
措
置
を
考
え

て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
券
の
申
請
方
法

は
、
予
約
セ
ン
タ
ー
の
体

制
に
不
安

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
際
、
タ
ク

シ
ー
初
乗
り
料
金
の
支
給
の
受
付

方
法
は
。
予
約
セ
ン
タ
ー
が
す
ぐ

に
パ
ン
ク
す
る
よ
う
だ
が
対
策
は
。

A
交
通
弱
者
の
方
が
対
象
の
補

助
。
タ
ク
シ
ー
補
助
券
を
発
行

し
、
初
乗
り
料
金
を
想
定
し
て
往

復
、
都
合
２
回
分
で
４
枚
発
行
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
予
約
の
際
に

予
約
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
で
申
請

し
発
送
す
る
。
電
話
予
約
の
不
安

は
あ
る
が
、
町
で
は
５
回
線
で
の

対
応
を
考
え
て
い
る
。
予
約
期
間

も
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
期
限
を

設
け
な
い
形
で
行
う
予
定
。

都
第
一
公
園
の
夜
間
照
明

廃
止

Q
都
第
一
公
園
の
夜
間
照
明
の

廃
止
の
経
緯
及
び
利
用
団
体
と
の

協
議
は
行
っ
た
の
か
。

A
平
成
25
年
に
夜
間
照
明
施
設

の
安
全
点
検
及
び
診
断
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
設
備
全
体
の
劣
化
が
報

告
さ
れ
た
た
め
使
用
を
中
止
し

た
。
夜
間
公
園
を
使
用
し
て
い
る

団
体
に
は
、
劣
化
に
よ
り
使
用
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
総

合
運
動
公
園
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
30
年
度
救
急

医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着

場
の
指
定
候
補
と
な
り
、
安
全
確

保
の
た
め
照
明
設
備
を
撤
去
し

た
。Q既

存
施
設
の
撤
去
と
い
う
判

断
は
ど
う
し
て
さ
れ
た
か
。

A
老
朽
化
が
著
し
く
、
改
修
し

て
施
設
を
整
え
る
費
用
と
利
用
者

の
利
用
状
況
を
鑑
み
撤
去
の
判
断

を
し
た
。

都
第
一
公
園
運
動
広
場
の

使
用
料
は

Q
使
用
料
無
料
に
つ
い
て
、
町

内
居
住
者
又
は
町
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
者
で
編
成
さ
れ
る
チ
ー

ム
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
編
成
か
。

A
町
の
体
育
施
設
の
使
用
料
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
在

勤
・
在
住
者
が
２
分
の
１
以
上
い

る
場
合
は
無
料
と
判
断
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　第２２７回滑川町議会臨時会は、正副議長の選挙、
各常任委員会等の構成並びに正副委員長の選任が行
われ、議会の新しい体制が決まりました。

　
梅
雨
も
明
け
、
暑
さ
厳
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
３
年
４
月
30
日
開

会
さ
れ
た
第
２
２
７
回
臨
時
議
会

　
副
議
長
に
宮
島
一
夫
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

に
お
き
ま
し
て
、
滑
川
町
議
会
議

長
の
要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
受

け
止
め
、
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と

も
に
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
ご
指

導
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
新
た
な
意
欲

と
抱
負
の
も
と
に
円
滑
な
る
議
会

運
営
と
町
政
発
展
の
た
め
全
力
を

つ
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
中
に
蔓
延
し
、
地
方
自
治

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
町
民
の
皆
様
の
日
常
生

活
に
も
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自

粛
生
活
が
続
く
今
こ
そ
、
議
会
の

果
た
す
役
割
は
多
く
、
執
行
部
と

の
議
論
を
重
ね
、
町
の
意
思
決
定

機
関
で
あ
る
議
会
が
町
民
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
の
変
化
が
激
し
い
中
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
真
摯
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長　

瀬
上 

邦
久

副
議
長　

宮
島 

一
夫



4

新しい委員会構成と計画

議
会
運
営
委
員
会

監査委員

総務経済建設常任委員会 文教厚生常任委員会

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運
営
全

般
に
つ
い
て
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。

　

町
監
査
委
員
に
上
野 

廣

議
員
が
選
任
さ
れ
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

５月13日（第１回協議会） 年間計画策定
７月（第２回協議会） 比企一族関連史跡視察
10月（第３回協議会） 学校視察（英語ALT・タブレット学習）
11月（第４回協議会） 障害者施設視察
令和４年１月（第５回協議会） 保育園視察

５月13日（第１回協議会） 各課ヒアリング、年間計画策定
７月（第２回協議会） 公園・緑地等の整備状況視察
10月（第３回協議会） 里づくり事業視察
11月（第４回協議会） 比企一族関連状況視察等
令和４年１月（第５回協議会） 滑川町商工会との意見交換

　本委員会の協議会は、定例会開催月以外の月に開催
し、緊急案件等が発生した場合は、随時開催します。
　所管する事務事業について、年間計画に沿って調査
を行います。また提出議案の審議や請願及び陳情の審
査を行います。

　本委員会の協議会は、定例会開催月以外の月に１回程度
を開催し、緊急案件等が発生した場合は、随時開催します。
　所管する事務事業について、年間計画に沿って調査
を行います。また、提出議案の審議や請願及び陳情の
審査を行います。

委
員
長　
　
北
堀　
一
廣

副
委
員
長　
井
上
奈
保
子

委
員　
　
　
菅
間　
孝
夫

　
　
　
　
　
松
本　
幾
雄

　
　
　
　
　
瀬
上　
邦
久

　
　
　
　
　
高
坂　
清
二

　
　
　
　
　
宮
島　
一
夫

委
員
長　
　
菅
間　
孝
夫

副
委
員
長　
上
野　
葉
月

委
員　
　
　
井
上
奈
保
子

　
　
　
　
　
高
坂　
清
二

　
　
　
　
　
紫
藤　
　
明

　
　
　
　
　
上
野　
　
廣

議
会
議
長　
瀬
上　
邦
久

委
員
長　
　
吉
野　
正
浩

副
委
員
長　
内
田　
敏
雄

委
員　
　
　
北
堀　
一
廣

　
　
　
　
　
宮
島　
一
夫

　
　
　
　
　
松
本　
幾
雄

　
　
　
　
　
阿
部　
弘
明

　
　
　
　
　
瀬
上　
邦
久

文教厚生常任委員会の所轄課総務経済建設常任委員会の所轄課

委員会の方針委員会の方針

令和３年度の年間計画令和３年度の年間計画

町民保険課
健康福祉課
健康づくり課（保健センター）
環境課
教育委員会事務局

総務政策課
会計課
税務課
産業振興課
建設課

環境課
水道課
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第２２８回滑川町議会６月定例会
第２２８回定例会は、６月１日から６月８日までの８日間の会期で開催されました。法令・条例改正を中
心に全１６議案、２件の発議が原案どおり可決されました。

議
案
番
号

上程された議案と結果及び議員の賛否一覧
○は賛成　　×は反対　　△は欠席

（議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します）

議席番号 １ 2 3 5 6 7 9 10 11 12 13 14 議
長

結果

宮
島　

一
夫

高
坂　

清
二

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤　
　

明

北
堀　

一
廣

上
野　
　

廣

菅
間　

孝
夫

内
田　

敏
雄

吉
野　

正
浩

阿
部　

弘
明

瀬
上　

邦
久

53 滑川町議会議員及び滑川町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
注
）
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

54 滑川町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 滑川町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 滑川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58
滑川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 滑川町重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 滑川町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 令和３年度滑川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 令和３年度滑川町浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65 令和３年度滑川町水道事業会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 町道路線の廃止について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 町道路線の認定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第３号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発
議
１
認知症の人と共生を目指す街づくりに関する請願書 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議
２

日本国政府に対して、脱炭素、脱原発を進め、再生可能エネルギー
電力の割合を高める 2030 年エネルギー基本計画の改定を行うよ
う、意見書を提出をもとめる請願書

賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛　否　が　分　か　れ　た　議　案

57 滑川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー

59
滑川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー
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議
案
審
議

議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

介
護
施
設
の
負
担
増
と
利

用
者
の
安
全
を
脅
か
す
改

定
に
反
対

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
介
護
職
員

の
低
賃
金
や
長
時
間
労
働
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
改
定
案
は
事
業

所
や
職
員
に
さ
ら
な
る
負
担
を
押

し
付
け
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

職
員
・
事
業
所
へ
の
負
担
増
は
利

用
者
へ
の
安
全
面
に
も
関
わ
る
。

今
こ
そ
介
護
報
酬
を
大
き
く
引
き

上
げ
て
、
介
護
で
働
く
現
場
を
補

償
し
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
の
が
国
の
務
め
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か

な
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
で
こ
れ

を
全
部
賄
え
と
す
る
今
回
の
条
例

改
定
案
に
反
対
す
る
。
町
か
ら
も

国
に
介
護
現
場
の
実
態
を
訴
え
、

事
業
所
や
職
員
の
待
遇
改
善
、
利

用
者
の
安
全
を
求
め
る
声
を
あ
げ

て
ほ
し
い
。

議
案
第

議
案
第
5959
号号

反
対
意
見

反
対
意
見

町
議
会
選
挙
へ
の
供
託
金

制
度
導
入
は
立
候
補
の
自

由
奪
う

Q
供
託
金
制
度
の
導
入
が
出
さ

れ
て
い
る
。
供
託
金
15
万
円
を
納

め
な
い
と
立
候
補
で
き
ず
、
一
定

数
の
票
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
没
収

さ
れ
る
。
議
員
の
な
り
手
不
足
は

深
刻
で
あ
り
、
中
で
も
女
性
や
若

者
の
な
り
手
が
い
な
い
。
そ
う
し

た
中
で
の
導
入
は
い
か
が
な
も
の

か
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
法
の
下

で
の
平
等
に
反
す
る
。
今
回
の
改

正
で
、
様
々
な
公
的
資
金
援
助
は

立
候
補
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が

る
が
、
供
託
金
導
入
と
セ
ッ
ト
に

な
る
こ
と
が
問
題
。

A
立
候
補
者
の
処
遇
改
善
が
理

由
。
今
回
は
大
き
な
改
定
に
な

る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
地

方
の
選
挙
に
影
響
し
て
く
る
の
か
、

し
っ
か
り
見
極
め
て
い
き
た
い
。

焼
却
施
設
の
変
更
に
伴
う

分
別
や
個
別
搬
入
の
変
更

の
周
知
を

Q
来
年
４
月
か
ら
ご
み
の
焼
却

施
設
が
オ
リ
ッ
ク
ス
の
焼
却
施
設

に
な
る
が
、
分
別
方
法
は
今
と
変

わ
ら
な
い
の
か
。
個
別
搬
入
は
小

川
の
衛
生
組
合
に
個
人
が
持
ち
込

み
、
職
員
が
分
別
を
し
て
オ
リ
ッ

ク
ス
に
持
ち
込
む
と
い
う
手
間
が

一
つ
増
え
る
。
丁
寧
な
周
知
を
お

願
い
し
た
い
。

A
個
別
搬
入
は
今
ま
で
通
り
、

小
川
の
衛
生
組
合
へ
の
持
ち
込
み

に
な
る
。
分
別
方
法
は
現
行
通

り
。
乾
式
バ
イ
オ
の
た
め
、
発
酵

不
適
物
が
あ
る
の
で
、
事
前
の
選

別
作
業
は
オ
リ
ッ
ク
ス
で
行
う
。

11
％
の
不
適
物
混
入
が
あ
る
と
発

酵
の
効
率
が
良
く
な
い
と
の
こ

と
。
今
ま
で
以
上
の
分
別
意
識
を

持
つ
よ
う
広
報
で
徹
底
し
て
い

く
。廃

棄
物
処
理
等
の
条
例
一

部
改
正
の
順
序
は
適
正
か

Q
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
の

条
例
適
用
で
、
既
に
広
報
等
で
の

周
知
は
済
ん
で
い
る
。
今
日
は
６

月
７
日
だ
。
審
議
の
順
序
は
適
正

と
考
え
て
い
る
か
。

A
事
前
に
審
議
を
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
反
省
し
て
い
る
。

要望 

実
施
を
す
る
前
に
審
議
に
か
け

て
ほ
し
い
。
特
に
廃
棄
物
に
関
す

る
こ
と
は
、
中
部
資
源
循
環
組
合

の
吉
見
ご
み
焼
却
場
問
題
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
審
議
が
事
後
に

出
て
く
る
と
、
不
安
を
払
拭
で
き

な
い
。
実
施
前
、
変
更
・
改
善
が

可
能
な
段
階
で
早
め
に
審
議
に
か

け
る
べ
き
だ
。

農
業
後
継
者
の
支
援
を

Q
農
業
の
次
世
代
人
材
投
資
資

金
に
１
名
の
希
望
者
が
い
る
。
貴

重
な
存
在
を
い
か
に
継
続
し
て
自

立
し
た
農
業
者
に
育
て
上
げ
る
の

か
が
大
事
。
ぜ
ひ
援
助
を
し
て
ほ

し
い
。

A
今
回
の
方
は
、
主
に
ブ
ド
ウ

栽
培
を
考
え
て
行
っ
て
お
り
、
苗

を
植
え
て
ブ
ド
ウ
棚
も
作
っ
て
い

る
。
以
前
秩
父
の
方
で
研
修
を
し

て
い
た
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ブ

ド
ウ
の
作
付
け
を
し
た
い
と
の
こ

と
。
今
後
も
推
進
、
積
極
的
支
援

を
し
て
い
く
。

福
田
小
と
森
林
公
園
内
の

沼
の
活
用
で
環
境
教
育

Q
福
田
小
学
校
が
森
林
公
園
の

沼
を
活
用
す
る
と
い
う
が
、
詳
し

い
内
容
は
。
公
園
内
の
沼
の
活
用

は
非
常
に
有
効
だ
。
国
営
の
森
林

公
園
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。A福

田
小
が
児
童
数
１
０
０
名

を
切
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
前
に
、
地
域
も
含
め
た

活
性
化
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
る
。
福
田
小
の
特
徴
の
ひ
と
つ

で
あ
る
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
里

山
づ
く
り
を
通
し
な
が
ら
環
境
教

育
等
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
今
回

の
補
正
は
森
林
公
園
内
の
た
め
池

の
堤
の
改
修
費
用
。
今
後「
ミ
ヤ

コ
タ
ナ
ゴ
」が
自
然
放
流
で
き
る

環
境
が
整
っ
た
ら
文
部
科
学
省
や

環
境
省
、県
な
ど
と
協
議
し
て
実
現

さ
せ
た
い
。

　
ま
た
、
い
ず
れ
は
、
特
認
校
制

度
を
活
用
し
、
福
田
小
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
推
進
し
、
児
童
数
の

増
加
を
図
り
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
へ
の
対
応
は

Q
国
立
女
性
教
育
会
館
か
ら
つ

き
の
わ
駅
ま
で
の
コ
ー
ス
が
当
初

計
画
だ
が
、
現
状
の
計
画
は
。

A
当
初
計
画
と
変
更
は
な
い
。

実
際
、
滑
川
町
内
に
該
当
す
る
の

は
嵐
山
病
院
交
差
点
付
近
か
ら
つ

き
の
わ
駅
ま
で
。
３
人
の
方
が
走

る
予
定
。
沿
道
警
備
40
名
を
依
頼

し
て
い
る
。
７
月
８
日
実
施
予
定

で
、
最
終
判
断
は
埼
玉
県
実
行
委

員
会
等
が
６
月
29
日
に
行
う
。

Q
学
童
の
参
観
は
計
画
し
て
い

る
か
。

A
小
中
学
生
の
参
観
は
計
画
し

て
い
な
い
。

滑川町
マスコットキャラクター
ターナちゃん
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東
京
五
輪
開
催
に
つ
い
て

…
何
よ
り
人
命
が
一
番

Q
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
る
が
、
子
ど
も
た

ち
の
参
加
は
し
な
い
と
の
こ
と
。

平
和
の
祭
典
を
盛
り
上
げ
、
子
ど

も
に
も
見
せ
た
い
気
持
ち
は
あ
る

が
、
今
そ
う
い
う
状
況
で
は
な

い
。
町
と
し
て
ど
う
考
え
る
の

か
。
国
民
の
命
を
守
れ
る
の
か
と

い
う
判
断
を
私
た
ち
自
身
も
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
中
止
も
し
く
は
延
期
に
す
る

べ
き
だ
。

A
（
教
育
長
）
当
初
、
す
べ
て

の
小
・
中
学
生
に
聖
火
リ
レ
ー
の

見
学
を
予
定
し
て
い
た
。
現
状
を

考
え
た
時
に
人
で
の
お
も
て
な
し

は
非
常
に
難
し
い
状
況
だ
と
判
断

し
た
。

A
（
町
長
）
私
は
人
命
が
一
番

大
事
と
思
っ
て
い
る
。
や
る
・
や

ら
な
い
は
機
関
が
決
め
る
こ
と
だ

が
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い
状
況

の
中
、
何
よ
り
人
命
が
一
番
。

生
活
困
窮
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
策
は

Q
生
活
困
窮
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
範
囲
を
広
げ
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
方
へ
の

支
給
と
な
る
。
今
年
収
入
が
急
激

に
減
り
、
非
課
税
と
な
る
世
帯
へ

の
支
給
の
判
断
基
準
は
。
給
与
所

得
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
に
支

給
を
。

A
税
情
報
を
確
認
し
、
児
童
手

当
支
給
の
登
録
口
座
に
子
供
人
数

×
５
万
円
を
振
り
込
む
。
収
入
減

少
に
よ
り
町
民
税
が
非
課
税
世
帯

相
当
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
で
き

る
だ
け
簡
便
な
申
請
で
迅
速
か
つ

円
滑
な
給
付
が
行
え
る
よ
う
算
定

基
準
を
設
け
る
。
令
和
３
年
１
月

以
降
の
任
意
の
１
か
月
の
収
入
額

×
12
か
月
の
年
収
見
込
み
額
が
町

民
税
均
等
割
の
非
課
税
世
帯
と
み

な
さ
れ
る
場
合
に
、
支
給
対
象
と

な
る
。

特
別
給
付
金
事
業
の
職
員

体
制
は

Q
給
付
の
た
め
の
体
制
で
あ
る

が
、
時
間
外
勤
務
手
当
約
35
万
円

と
あ
る
。
具
体
的
に
は
。

A
３
名
で
50
時
間
の
時
間
外
手

当
を
予
定
し
た
。

要望 

コ
ロ
ナ
禍
対
策
で
早
い
対
応

が
求
め
ら
れ
、
十
分
な
準
備
期
間

が
と
れ
な
い
事
業
が
多
い
。
体

調
・
精
神
状
態
を
崩
す
方
も
い
る

よ
う
な
の
で
、
職
員
の
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
職
員
数
や
配
置
に
配

慮
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

介
護
施
設
で
の
夜
間
職
員

の
配
置
緩
和
は
安
全
性
に

問
題

Q
指
定
地
域
密
着
型
施
設
ま
た

は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
施

設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
規
制
緩

和
さ
れ
た
の
か
。

A
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
に
つ

い
て
、
現
行
の
10
人
以
下
か
ら
、

原
則
と
し
て
10
人
以
下
と
し
15
人

を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
定
員
を

増
や
す
緩
和
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
夜
間
の
職
員
の
体
制
は
３
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
３
名
の
職
員
配
置

が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
要
件
が
整

え
ば
２
名
以
上
の
配
置
に
緩
和
で

き
る
。

要望 

夜
間
の
勤
務
体
制
の
緩
和
は

安
全
面
で
心
配
だ
。
一
方
で
感
染

症
や
災
害
な
ど
の
対
応
を
事
業
所

や
職
員
に
押
し
付
け
て
い
る
。
町

が
介
護
事
業
所
を
支
援
し
、
安
全

な
施
設
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
町
の
一
層
の
努

力
を
望
む
。

町
内
介
護
施
設
で
の
虐
待

事
故
は
あ
る
の
か

Q
虐
待
等
の
問
題
に
よ
る
法
改

正
を
受
け
て
の
条
例
改
正
と
思
わ

れ
る
が
、
滑
川
町
で
虐
待
等
の
報

告
は
あ
る
か
。

A
転
倒
事
故
等
の
報
告
は
あ
る

が
、
虐
待
報
告
は
な
い
。

Q
条
例
改
正
に
よ
り
、
介
護
施

設
へ
の
義
務
が
新
た
に
生
じ
、
負

担
が
増
え
る
。
運
営
指
針
等
で
、

望
ま
し
い
文
例
を
提
示
で
き
れ
ば

施
設
運
営
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
。
研
修
等
も

含
め
、
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

A
県
の
情
報
も
得
な
が
ら
、
周

知
や
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

災
害
時
の
介
護
施
設
と
住

民
と
の
連
携
と
は

Q
災
害
対
策
で
介
護
施
設
と

町
・
住
民
と
の
連
携
が
う
た
わ
れ

て
い
る
が
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と

か
。
住
民
側
に
ど
う
い
う
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

A
地
域
と
介
護
施
設
と
の
災
害

時
の
訓
練
な
ど
、
施
設
が
地
域
と

密
着
す
る
た
め
の
改
定
。
訓
練
実

施
に
つ
い
て
は
各
事
業
所
で
様
々

な
方
法
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
事

業
所
に
お
い
て
近
隣
住
民
へ
の
声

掛
け
・
役
割
分
担
等
を
住
民
と
事

業
所
が
連
携
し
て
実
施
す
る
も

の
。介

護
現
場
に
負
担
押
し
付

け
る
、
報
酬
引
き
上
げ
こ

そ
必
要

Q
介
護
関
係
の
４
つ
の
条
例
改

定
が
行
わ
れ
る
。
事
業
者
に
コ
ロ

ナ
・
虐
待
・
災
害
で
の
対
策
を
求

め
つ
つ
、
人
員
不
足
を
理
由
に
仕

事
を
押
し
付
け
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
補
償
が
０・
７
％
の
報
酬
の

引
き
上
げ
と
い
う
の
は
低
す
ぎ

る
。
事
業
者
や
労
働
者
に
押
し
付

け
る
改
定
と
な
っ
て
い
る
。
今
で

も
現
場
が
大
変
な
状
況
の
中
で
こ

う
し
た
規
制
緩
和
で
利
用
者
の
安

全
確
保
が
で
き
る
の
か
。
町
で
の

支
援
策
が
今
後
も
引
き
続
き
必
要

だ
。A介

護
人
材
不
足
が
背
景
に
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
も
の
で
現
場

で
は
非
常
に
厳
し
い
、
町
も
マ
ス

ク
・
消
毒
液
・
使
い
捨
て
手
袋
な

ど
の
配
付
を
県
と
協
力
し
て
行
っ

て
い
る
。
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
援
助
を
し
て
い
く
。

滑川町
マスコットキャラクター
ターナちゃん



請願

　2020年の平均気温は、世界でも日本でも過去最高となっており、地球温暖化による気候変動の影響により人類の生
存可能性が今問われています。IPCC の1.5℃特別報告によれば、2050年までに産業革命から1.5℃上昇以内に収めな
いと人類が生存するにはリスクが高くなることが示されています。この気候危機は私たち人間が生み出している温室
効果ガスが主因と言われています。2030年第６次エネルギー基本計画の改定は気候危機が迫る今、大変重要な計画に
なります。再生可能エネルギーの導入拡大は温室効果ガスを減らす最も有効な手段であり、エネルギーミックスをど
のように計画するかが大きな岐路となります。
　再生可能エネルギーは世界的にみると、GDP の４分の３弱を占める国々で最も安価な新しい電源になっており、
同時に石炭火力の撤退目標を定めている国が多くあります。また、エネルギー安全保障を人類の生存可能性の観点か
ら捉えると輸入原料に頼るのではなく、電気の自給率を高める必要性があります。
　2021年３月には東京電力福島第一原子力発電所事故から10年の節目を迎えました。廃炉処理の見通しも未だ立た
ず、汚染水処理の課題は大きく残り、暮らしを奪われたままの方もたくさんいます。将来世代へリスクを先送りし続
ける原子力発電は、廃止する計画をつくっていくべきです。日本は約70％の食料とほぼ100％のエネルギー資源を海
外に依存しています。日本が自給できるエネルギーは再生可能エネルギーしかありません。また、温室効果ガスを大
量に排出する石炭火力発電の継続は、持続可能な脱炭素社会に逆行するものです。2050年カーボンニュートラルの実
現の鍵は、エネルギーの効率化と共に再生可能エネルギーの大幅な拡大をいち早く進めることです。
　今年11月には COP26の開催が予定され、まさに各国の2030年・2050年へ向けた戦略が問われることとなります。
世界的潮流を捉え、日本においても再生可能エネルギーの主力電源化をめざすべきです。第６次エネルギー基本計画
の策定にむけ、以下を求めます。

記
１. 次期エネルギー基本計画では、自然保護とのバランスに配慮しつつ、2030年度の再生可能エネルギー電力目標を

60％以上、2050年度は100％とすること。
２. 原子力発電は段階的に削減し最終的に廃止する方向とし、石炭火力発電は段階的に2050年までに廃止すること。
３. 脱炭素社会に向けて、再生可能エネルギーを強力に推進する政策への転換を早急にすすめること。
　以上、地方自治法第99条の規定にもとづき、意見書を提出します。
 提出先　内閣総理大臣 他

日本政府に対して、脱炭素、脱原発を進め、再生可能エネルギー電力の割合を高める
２０３０年エネルギー基本計画の改定を行うよう求める意見書

第228回定例会にて２つの請願が提出されました。
いずれも採択されたため、下記の意見書を送付しました。
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　今年の３月、早朝から行方不明となり、未だに自宅へ戻らない住民がいる。２か月以上が過ぎ、その方の安否の心
配はもちろん、帰りを待っているご家族の心情は想像を絶する耐え難いものであると思慮される。
　人口増加とともに高齢者人口も増加するわが滑川町において、認知症者の行方不明は重大な問題であると思う。認
知症を患っても本人やその家族が安心して住み続けられる町の体制づくりを強化することが必要だ。
　今回の行方不明を受けて、現在行われている見守りネットワークの活動のみで認知症者への対応やサポートを充分
に行うことに、限界を感じた。近隣の市町村の施策、取り組みを参考に、認知症者への充分な対応や機器、グッズの
整備・配布を実現してほしい。また、町でその存在を広く町民に周知し、認知症者に寄り添える町づくりをする必要
があると思う。
　よって滑川町議会は、町に対し、認知症者とその家族への支援の充実、機器やグッズの配布や貸付・整備、そして
その周知についての早期実施を求めるものである。
　以上、地方自治法99条の規定にもとづき、意見書を提出します。
 提出先　滑川町長

認知症の人と共生を目指す街づくりに関する意見書



小川地区衛生組合議会
第１回臨時会

比企広域市町村圏組合議会
臨時会

日時　令和３年５月１7日（月）
　　　午前１0時
場所　小川町役場議場

≪付議された議案≫
１、議案第18号　�財産の取得について（災害

対応特殊水槽付消防ポンプ
自動車）

２、議案第19号　�財産の取得について（小型
動力消防ポンプ付水槽車）

３、議案第20号　�比企広域市町村圏組合職員
の特殊勤務手当に関する条
例の一部を改正する条例の
制定について

４、議案第21号　�令和３年度比企広域市町村
圏組合消防特別会計補正予
算（第１号）

付議された議案４件は、いずれも原案のとお
り可決されました。

≪付議された議案≫
○議案第３号　「監査委員の選任」が審議さ
れ、議会選出の監査委員の欠員補充として、
新たに滑川町議会選出の瀬上邦久議員が選任
されました。提出された議案はこの１件のみ
でした。

日時　令和３年５月２5日（火）
　　　午前１0時
場所　東松山市役所議場

１　井上奈保子　▶P.10
　◦�若い介護者への理解・支援を
　◦�町各種組織団体について
　◦�コロナ禍の女性、乳幼児への支援を

２　吉野　正浩　▶P.11
　◦�認知症又は認知症の疑いのある行方不明者
（迷い人）の早期発見・保護の推進について

　◦�町職員の適正規模と確保対策について

３　内田　敏雄　▶P.12
　◦�防災行政無線の戸別受信機普及について
　◦�観光施策について

４　阿部　弘明　▶P.13
　◦�里山の保護に関する町の政策について
　◦�新型コロナウイルス感染予防策としての町独
自の検査について

　◦平和で安全・静かな町の空を
　◦パートナーシップ制度について

５　上野　葉月　▶P.14
　◦�滑川中学校登下校中の自転車事故
　◦新型コロナワクチンのリスク

６　上野　　廣　▶P.15
　◦�ゼロカーボンシティ宣言を
　◦�大河ドラマ「鎌倉殿の13人」について

一般質問
ここがここが
聞きたい聞きたい

町町政政をを問問うう

※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

　６月定例会では６人の議員による一般質
問が行われ、町政全般について活発に議論
されました。
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各関係機関等の連携で
早急に支援していく

ヤングケアラーへの
理解、支援は問

答
井井
いのいの

上上
うえうえ

奈奈
なな

保保
ほほ

子子
ここ

  議員議員

若
い
介
護
者
・
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
・
早

期
対
策
を

問　
2
0
2
0
年
度
、
埼
玉

県
が
行
っ
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

関
連
の
実
態
調
査
で
は
、
親
、

兄
弟
な
ど
家
族
の
病
気
や
ケ
ガ

の
事
情
か
ら
、
子
ど
も
で
あ
り

な
が
ら
介
護
や
負
担
の
重
い
家

事
に
追
わ
れ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
存
在
に
つ
い
て
、
社

会
的
に
も
教
育
界
で
も
認
識
・

認
知
度
が
低
か
っ
た
と
結
果
が

出
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
周
囲

か
ら
の
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
気
づ

き
・
支
援
も
な
く
、
孤
独
に
陥

り
、
勉
学
に
も
影
響
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
教
育
現
場
や

行
政
は
早
急
に
救
い
の
手
を
さ

し
の
べ
る
時
だ
と
思
う
。
方

策
、
支
援
体
制
は
。

答　
県
で
は
「
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー

支
援
計
画
」
を
策
定
し
た
。
今
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
を
高

め
適
切
な
支
援
を
す
る
た
め
に
、

教
職
員
へ
の
研
修
や
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
人
権
教
育
を
通
し
て
指

導
し
て
い
る
。
現
在
、
町
内
の

小
・
中
学
校
で
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
言
え
る
子
ど
も
を
一
人
確

認
し
て
い
る
。
今
後
も
困
っ
て
い

る
子
ど
も
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

ケ
ア
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
意
向
に
沿
っ
た
相
談
し
や

す
い
環
境
も
維
持
し
て
い
く
。
教

育
・
福
祉
関
係
を
は
じ
め
各
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
包
括
的
支

援
を
可
能
と
す
る
滑
川
町
に
合
っ

た
体
制
を
構
築
し
、
一
人
も
取
り

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
。交

通
安
全
母
の
会
の
見
直

し
は

問　
町
の
組
織
団
体
の
一
つ

で
あ
る
、
交
通
安
全
母
の
会
を

町
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
会
の
見
直

し
、
廃
会
等
へ
の
声
も
出
て
い

る
が
…
。

答　
町
の
外
郭
団
体
と
な
っ
て

い
る
。
会
員
は
会
の
会
則
に
賛
同

し
た
者
が
加
入
。
今
後
も
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
交
通
事
故
を
防

ぎ
、
明
る
い
平
和
な
地
域
社
会
を

作
る
活
動
を
、
地
域
の
皆
様
と
共

に
続
け
て
い
き
た
い
。

生
理
用
品
・
オ
ム
ツ
の
支

援
を

問　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
る
女
性
や
子
ど
も

に
著
し
い
影
響
が
出
て
い
る
。

困
窮
す
る
女
性
の
生
理
用
品
や

乳
幼
児
へ
の
オ
ム
ツ
等
の
支
援

が
必
要
と
考
え
る
。
町
の
支

援
・
手
立
て
は
。

答　
県
、
比
企
郡
市
内
で
、
生

理
用
品
・
オ
ム
ツ
等
の
無
償
配
布

を
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
町
と
し

て
は
現
在
、
特
に
要
望
は
出
て
い

な
い
が
、
教
育
・
福
祉
分
野
に
お

い
て
、
今
後
支
援
の
必
要
性
や
効

果
等
に
つ
い
て
各
関
係
課
局
と
協

議
し
、
連
携
・
協
力
し
て
支
援
出

来
る
体
制
を
取
っ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
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早期発見のためのグッズ
等導入の検討をする

認知症等による迷い人
の早期発見対策を問

答

問　
今
年
の
３
月
町
内
に
お
い

て
66
歳
の
男
性
で
認
知
症
の
方

の
行
方
不
明
が
発
生
し
た
が
、

ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
防

災
行
政
無
線
で
迷
い
人
の
お
知

ら
せ
が
何
度
も
放
送
さ
れ
、
そ

の
た
び
に
必
死
に
捜
す
ご
家
族

の
方
を
思
う
と
胸
が
痛
む
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、安
全
で
安

心
し
て
住
め
る
体
制
づ
く
り
を

急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
。３
月
の
事
件
に
お
け
る
捜
索

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
か
。

答　
東
松
山
警
察
署
及
び
機
動

隊
・
警
察
犬
に
よ
る
捜
索
と
町
職

員
、
滑
川
消
防
団
、
そ
し
て
、
行

方
不
明
者
が
町
の
サ
ッ
カ
ー
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
の
た
め
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
町
内
外
へ
の
ビ
ラ
の
配
布
、

町
内
及
び
熊
谷
市
で
本
町
に
隣
接

す
る
地
域
へ
の
捜
索
協
力
依
頼
文

の
回
覧
な
ど
行
っ
た
。

問　
警
察
か
ら
の
要
請
で
、防

災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
た

迷
い
人
の
人
数
は
。
ま
た
、
町

内
の
認
知
症
又
は
認
知
症
の
疑

い
の
あ
る
高
齢
者
の
実
態
は
。

答　
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
た
方
は
、こ
こ
数
年
、年
間
で

８
件
ほ
ど
。
町
内
の
認
知
症
高
齢

者
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
厚

町
職
員
の
適
正
規
模
と
確

保
対
策
は

問　
町
の
職
員
数
は
、
近
隣

自
治
体
や
全
国
的
に
見
て
も
少

な
い
。
近
年
多
発
し
て
い
る
自

然
災
害
や
感
染
症
対
策
な
ど
多

く
の
動
員
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
職
員
数
で
は
人
手

不
足
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

町
職
員
定
数
と
今
年
の
４
月

１
日
現
在
の
職
員
数
の
比
較
及

び
近
隣
自
治
体
と
の
比
較
を
伺

う
。

答　
職
員
定
数
は
１
４
４
人

で
、
現
職
員
数
は
１
２
７
人
な
の

で
、
17
人
の
減
員
と
な
っ
て
い

る
。
近
隣
の
類
似
自
治
体
で
あ
る

生
労
働
省
の
統
計
資
料
で
65
歳
以

上
人
口
の
15
～
20
％
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
本
町
に
お
い
て
６
７
０

人
以
上
と
推
計
さ
れ
る
。

問　
近
年
、
認
知
症
発
症
者

が
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
、
早

期
発
見
の
た
め
の
グ
ッ
ズ
や
機

器
の
導
入
を
し
て
い
る
市
町
村

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答　
自
治
体
の
導
入
事
例
と
し

て
、
身
元
が
わ
か
る
情
報
の
入
っ

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
入
り
の
シ
ー
ル
を

身
に
付
け
る
「
ど
こ
シ
ル
伝
言

板
」
事
業
を
比
企
郡
内
の
４
町
が

導
入
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
同
様
の
事
業
の
導
入
を
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

吉吉
よしよし

野野
のの

  正正
まさひろまさひろ

浩浩  議員議員

嵐
山
町
と
一
般
行
政
職
員
数
で
比

較
す
る
と
本
町
が
19
人
少
な
い
。

川
島
町
と
は
48
人
、
吉
見
町
と
は

38
人
の
職
員
が
少
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

問　
他
の
自
治
体
と
比
較
す

る
と
人
手
不
足
の
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
職
員
の
適
正
規
模

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
業
務
多
忙
で
は
あ
る
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ

よ
う
会
計
年
度
職
員
を
適
宜
採
用

す
る
中
で
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

定
員
管
理
計
画
を
５
か
年
計
画
で

策
定
し
、
令
和
７
年
度
で
職
員
総

数
１
４
０
人
ま
で
増
員
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。

全国の行方不明者の状況（原因・動機別）
（単位：人、％）

平成2７年 平成29年 令和元年

構成比 構成比 構成比

疾病関係 18,395 22.4 22,162 26.1 23,906 2７.5

うち認知症 12,208 14.9 15,863 18.７ 1７,4７9 20.1

家庭関係 16,115 19.6 14,846 1７.5 14,335 16.5

事業・職業関係 9,382 11.4 9,912 11.７ 10,244 11.8

遊び癖、
放浪癖等 20,191 24.6 19,054 22.5 1７,638 20.3

その他（学業・
異性・犯罪等）1７,952 22.0 18,8７6 22.2 20,810 23.9

総数 82,035 100.0 84,850 100.0 86,933 100.0
（令和２年７月警察庁発表）

近隣自治体の職員数等の状況
��������（単位：人、㎢）

一般行
政部門

総合計
（教育部門

等含む）
面積 人口

人口１万
人当たり
一般行政
職員数

滑川町 83 132 29.68 19,623 42

嵐山町 102 142 29.92 18,006 5７

小川町 1７4 251 60.36 28,889 60

川島町 131 169 41.63 19,5７5 6７

吉見町 121 1７8 38.64 18,362 66

鳩山町 84 124 25.７3 13,531 62

ときがわ町 93 125 55.90 10,611 88

平均 - - - - 61
�（令和２年４月１日現在）
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戸別受信機の普及促進には低価格化が
不可欠で、今後の動向を注視していく

防災行政無線の戸別
受信機の普及促進は問

答
内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

問　
防
災
行
政
無
線
は
、
災

害
時
の
地
域
住
民
へ
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
屋
外

の
ス
ピ
ー
カ
ー
音
は
豪
雨
の
時

に
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う

し
、
最
近
の
住
宅
は
密
閉
度
が

高
く
、
締
め
切
っ
て
い
る
と
外

部
の
音
は
聞
こ
え
に
く
く
な

る
。
防
災
情
報
を
確
実
に
行
き

渡
ら
せ
る
た
め
に
は
、
住
居
内

に
戸
別
受
信
機
の
普
及
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
町
で
は
、
不
特
定
多
数
の

人
が
集
ま
る
よ
う
な
駅
や
学
校
を

始
め
公
共
施
設
や
社
会
福
祉
施
設

等
に
60
基
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

個
人
で
は
土
砂
災
害
指
定
区
域
内

（
和
泉
、山
田
、羽
尾
、伊
古
、水
房
）

や
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
と
申
し

出
の
あ
っ
た
世
帯
に
１
０
２
基
を

設
置
し
て
い
る
。
戸
別
受
信
機
の

設
置
に
は
１
基
あ
た
り
９
万
８
千

円
（
ア
ン
テ
ナ
及
び
設
置
工
事
費

含
む
）
が
必
要
で
、
町
が
負
担
し

て
設
置
し
て
い
る
。
総
務
省
の
検

討
で
は
、
戸
別
受
信
機
の
普
及
促

進
に
は
低
価
格
化
が
不
可
欠
で
あ

り
、
標
準
仕
様
に
よ
る
量
産
化
で

経
費
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
と

言
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
今
後

の
推
移
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
施
策
は

問　
観
光
は
、
交
流
に
伴
う

様
々
な
需
要
を
通
じ
、
所
得
と

雇
用
を
創
出
す
る
産
業
と
し
て

地
域
振
興
に
寄
与
す
る
。
滑
川

町
に
は
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
が
あ
り
、
年
間
84
万
人
（
平

成
28
年
実
績
）
が
利
用
し
て
い

る
が
、
地
域
振
興
へ
の
寄
与
が

少
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　
観
光
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
地

域
全
体
の
広
域
的
か
つ
総
合
的

な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
来
年
１
月
か
ら
始
ま
る

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
で
登
場
す
る
比
企
能
員

は
和
泉
の
三
門
館
跡
と
関
係
が
深

い
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
滑
川
町
地

域
振
興
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

歴
史
的
遺
産
の
伝
承
、
農
産
物
の

振
興
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
谷
津
の
里
、
伊
古

の
里
な
ど
里
山
事
業
の
利
用
者
は

コ
ロ
ナ
禍
で
も
増
え
て
お
り
、
特

産
品
の
開
発
に
お
い
て
は
谷
津
田

米
や
武
州
こ
ろ
柿（
ほ
し
柿
）、
ぽ

ろ
た
ん（
栗
）の
生
産
量
も
増
え
て

い
る
。
新
規
の
観
光
施
設
及
び
事

業
の
開
発
は
考
え
て
い
な
い
が
既

存
の
施
設
等
の
活
用
を
図
り
、
ま

た
当
町
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
と
の
共
同
開

催
に
よ
っ
て
観
光
客
が
町
内
を
周

遊
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

行政防災無線戸別受信機

滑川町観光パンフ類
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町は環境基本条例で対応、
太陽光発電規制条例は進行中

里山は町の財産、100年先
まで保護する条例制定を問

答
阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

山
林
所
有
者
は
や
む
な
く
売

却
…
町
が
里
山
保
護
に
力
を

問　
里
山
は
町
の
財
産
だ
。

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
災
害
防
止
の

た
め
に
も
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
林
所

有
者
の
高
齢
化
な
ど
で
や
む
な

く
、
町
外
所
有
者
や
太
陽
光
発

電
事
業
者
な
ど
へ
の
売
却
な
ど

で
里
山
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

里
山
は
、
今
守
ら
な
い
と
将
来

に
わ
た
っ
て
禍
根
を
残
し
か
ね

な
い
。町
は
住
民
任
せ
に
せ
ず

に
里
山
の
保
全
に
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
。
町
の

１
０
０
年
先
を
考
え「
里
地
里

山
の
保
全
等
の
条
例
」を
制
定

す
べ
き
だ
。

答　
町
で
は
環
境
基
本
条
例
を

制
定
し
里
山
の
保
全
再
生
を
図

る
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管

理
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
事
業

に
関
し
て
の
条
例
に
つ
い
て
は

現
在
進
め
て
い
る
。

困
窮
者
へ
の
食
糧
支
援
に

住
民
か
ら
の
協
力
を

問　
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
「
食

糧
支
援
」
は
大
変
喜
ば
れ
る
取

り
組
み
だ
。
幅
広
い
住
民
の
皆

さ
ん
に
物
資
の
提
供
を
呼
び
か

け
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
食
糧

支
援
は
、
昨
年
８
月
よ
り
こ
れ

ま
で
社
協
か
ら
の
べ
77
名
、
及

び
町
か
ら
34
世
帯
に
行
っ
て
き

た
。
食
料
な
ど
の
提
供
の
町
民

へ
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

町
独
自
の
検
査
体
制
拡
充
を

問　
町
独
自
の
検
査
体
制
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
に

つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
は
県
が
実
施
し
、

高
齢
者
施
設
職
員
な
ど

は
10
万
人
規
模
の
検
査

方
針
。
事
業
所
な
ど
が

任
意
で
検
査
を
希
望
す

れ
ば
紹
介
は
可
能
だ
。

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
は

保
健
所
や
当
該
事
業
所

施
設
な
ど
か
ら
の
要
請

に
協
力
す
る
。
住
民
へ

は
情
報
提
供
な
ど
、
ま

ん
延
防
止
に
努
め
る
。

学
校
で
は
い
ざ
と
い
う

時
の
連
絡
・
対
応
体
制
、

防
護
服
な
ど
の
準
備
は

で
き
て
い
る
。
家
庭
の
協
力
の

も
と
、
学
び
を
止
め
な
い
取
り

組
み
を
適
切
に
行
う
。

静
か
な
町
の
空
へ
、
町
の

調
査
を

問　
航
空
機
の
低
空
飛
行
や

編
隊
飛
行
、
深
夜
や
早
朝
の
飛

行
な
ど
静
か
な
住
民
生
活
を
脅

か
す
問
題
が
あ
る
。
最
近
、
そ

の
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
町

が
そ
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
町
民
の
安
全
に
自
治
体
は

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

取
り
上
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
を

問　
町
独
自
で
同
性
カ
ッ
プ

ル
の
関
係
を
公
的
に
認
証
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
県
内
11
市
１
町
が
導
入
。

憲
法
の
基
本
的
人
権
に
深
く
か

か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

今
年
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
検
討
委
員
会
で
検
討
の
上
、

町
と
し
て
の
方
向
性
を
出
し
て

い
く
。

滑川町土地利用現況図　※色の濃い所が森林

武
蔵
丘
陵 
国
営
森
林
公
園



14

32件、うち骨折４件

滑川中学校４・５月の
自転車事故件数は問

答
上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

問　
今
年
も
滑
川
中
学
校
の

新
1
年
生
が
通
学
中
に
骨
折
し

た
事
故
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
状

況
、
発
生
件
数
は
。
ま
た
、
教

育
委
員
会
は
事
故
原
因
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　
人
的
要
因
と
環
境
要
因
が

あ
る
。
環
境
要
因
は
下
り
坂
で
ス

ピ
ー
ド
が
出
て
し
ま
う
、
幅
の
狭

い
場
所
で
の
す
れ
違
い
、
自
転
車

が
大
き
い
た
め
の
操
作
困
難
等
が

あ
る
。
例
年
な
ら
２
学
期
以
降
は

事
故
が
減
る
こ
と
か
ら
、
人
的
要

因
で
あ
る
運
転
技
術
の
未
熟
さ
が

大
き
い
。

問　
こ
れ
ら
の
事
故
に
つ
い

て
、
生
徒
及
び
保
護
者
へ
文
書

で
の
周
知
は
し
て
い
る
か
。

答　
学
年
通
信
で
周
知
し
た
。

生
徒
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
１
年
生

に
は
毎
年
４
月
に
交
通
安
全
指
導

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
通
学
負
担
を
減
ら
す
た

め
の
荷
物
軽
減
は
進
ん
で
い
る

か
。中
学
生
の
荷
物
の
重
さ
は
。

答　
家
庭
学
習
に
必
要
な
教
科

書
等
以
外
は
持
ち
帰
ら
ず
、
学
校

の
ロ
ッ
カ
ー
等
に
置
い
て
い
く
指

導
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
、
生

徒
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

リ
ス
ク
の
周
知
を

問　
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

資
料（
５
／
26
付
）で
は
、
55
件

の
死
亡
報
告
が
あ
り
、
20
～
40

代
の
方
５
名
が
含
ま
れ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
累
計
死
者
数（
５
／

12
付
）は
20
～
30
代
は
23
名
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
場

合
、
感
染
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
死
亡

リ
ス
ク
を
比
べ
て
、
少
な
く
と

も
高
齢
者
・
ハ
イ
リ
ス
ク
者
以

外
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て「
現
時
点
で
は
感
染

予
防
効
果
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
」と
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
情
報

は
、
周
知
し
て
い
る
か
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効

果
は
３
つ
あ
り
、
①
感
染
予
防
②

発
症
予
防
③
重
症
化
予
防
だ
。
①

感
染
予
防
効
果
は
厚
労
省
も
効
果

が
証
明
さ
れ
て
い
る
と
は
公
表
し

て
い
な
い
。
②
２
回
接
種
後
２
週

経
過
後
に
95
％
の
発
症
予
防
効

果
、
③
90
％
の
重
症
化
予
防
効
果

と
海
外
の
研
究
結
果
が
あ
る
。
広

報
・
お
知
ら
せ
文
等
に
は
、
接
種

は
任
意
で
あ
り
個
人
の
意
思
を
尊

重
、
接
種
が
義
務
的
・
強
制
的
と

受
け
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
表
記
し

て
い
る
。

　
周
知
・
広
報
等
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
最
新
の
情
報
等
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
住
民
が
適
切
な
判
断

を
で
き
る
よ
う
な
記
載
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ら
の
対
策
を
継
続
し
て
行
う
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
対
策
を
模
索

し
、
生
徒
の
自
転
車
事
故
を
1
件

で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
く
。

滑川中学校登下校中の事故件数　　単位：件
新１年生 ２年 ３年 計

2021年4-5月 28（3） 3（0） 1（1） 32（4）
2020年6-7月 28（0） 1（0） 3（0） 32（0）

※接触等の事故の件数、(　)は内数で骨折に至る事故件数
※１年生の骨折事故は全て下校時に発生し、28件の全ては単独事故

通学距離・時間、荷物の重さ
距離 時間

平均 2.5〜3.5km 15分〜20分
最も遠い生徒 5km 25分
最も遠い生徒の地域 月の輪-六軒地区、山田-追山地区
荷物の重さ 3.5〜4.1kg（参考）

事故の場所

水房集会所へ向かう下り坂 ２件（１年生）
コミュニティーセンターわき １件（１年生）
小久保建設前 １件（１年生）※救急車を呼ぶが軽症（擦り傷・打撲）
タケイ薬局前 １件（３年生）※友人と接触

（ファイザー社製）
治験

参加者
発症

した人
発症しなかっ

た人
発症した人

の率
発症しなかっ

た人の率
ワクチンを打った 

グループ A 18198人 8人 18190人 0.04% 99.96%

ワクチンを打たな
かった(偽薬)

グループ
B 18325人 162人 18163人 0.88% 99.12%

合計 36523人 170人 36353人

95％の意味�：�約1万8千人中、打たなかったら162人（B発症者
数）が発症するから、162人と8人（A発症者数)の差154人が効果
のあった人数である。　154/16２=0.95（=95%）
＊�発症に対する予防効果であり、感染を予防する効果は不明
＊経過観察期間は３か月と短期であり、中長期での効果は不明
　参考記事�：�2020年11月19日　ファイザー㈱ プレスリリース
　参考記事�：�朝日新聞　Reライフ.net　2021.03.29

新型コロナワクチン後の死亡者報告件数
196件（2021年2月1７日〜2021年6月4日）
　※2021年6月9日　厚生労働省審議会資料
新型コロナウイルス感染症の死亡者 14423名
　（2020年2月14日〜2021年6月21日）

◆�約₃万₆千人�のうち、ワクチンを打たないグループが154人
多く発症したので95%の有効率と表現
◆ワクチンを打っても打たなくても99％の人は発症しない

新型コロナワクチン「発症を防ぐ効果が95％」の意味
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スケジュール感をもって
推進する

ゼロカーボンシティの
宣言を問

答
上上
う え のう え の

野野  廣廣
ひろしひろし

  議員議員

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

と
は
、「
２
０
５
０
年
ま
で
に
、

炭
酸
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を

め
ざ
そ
う
と
い
う
自
治
体
」
の

こ
と
で
、
昨
年
10
月
、
菅
首
相

が
所
信
表
明
演
説
の
中
で
、

「
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指

す
」と
宣
言
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
り
、企
業・自
治
体
と

も
に
、そ
の
目
標
を
達
成
し
よ

う
と
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

今
年
２
月
末
日
ま
で
に
宣
言
し

て
い
る
自
治
体
は
、
２
８
９
自

治
体
と
な
り
、
人
口
合
計
で
１

億
人
を
超
え
た
。
こ
れ
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
激

甚
化
、
異
常
気
象
、
食
糧
不
足

な
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は

極
め
て
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。
比
企
郡
で

は
、
小
川
町
が
既
に
宣
言
し
て

い
る
。
滑
川
町
も
で
き
る
限
り

早
く
宣
言
す
べ
き
と
考
え
る
。

滑
川
町
の
考
え
を
伺
う
。

答　
滑
川
町
と
し
て
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
社
会
全
体

で
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
役
場
内
の
各
課
・
局
と
協

議
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
も
っ

て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

要望 

　

今
年
５
月
、
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
法
の
改

大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の

13
人
」へ
の
対
応
は

問　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
は
、
来
年
１
月
か
ら

放
映
が
開
始
さ
れ
る
。
吉
田
町

長
が
会
長
に
な
り
、
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
比
企
市

町
村
推
進
協
議
会
（
１
市
７
町

１
村
）
が
先
頭
に
立
っ
て
お

り
、
滑
川
町
に
と
っ
て
、
絶
好

の
機
会
が
到
来
し
て
い
る
。
13

人
の
一
人
で
あ
る
比
企
の
尼
が

住
ん
で
い
た
比
企
遠
宗
の
館
跡

が
、
滑
川
町
和
泉
に
あ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
米
（
谷
津
田
米
）
な

ど
の
物
資
を
頼
朝
に
送
っ
て
い

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
斎
藤
家

に
あ
り
、「
比
企
遠
宗
の
館
跡
」

と
い
う
本
も
出
版
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
館
は
、
火
災
で
焼
失

し
た
と
い
う
が
、
大
体
の
場
所

は
わ
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、

滑
川
町
に
お
け
る
比
企
氏
所
縁

の
見
学
コ
ー
ス
な
ど
が
一
刻
も

早
く
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

町
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、

H
P
や
広
報
の
活
用
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
か
伺
い

た
い
。

答　
予
算
の
少
な
い
中
で
は
あ

る
が
、
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
を
活

用
し
、
比
企
の
尼
が
住
ん
で
い
た

と
い
う
館
跡
地
周
辺
に
史
実
を
記

載
し
た
案
内
板
を
設
置
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
森
林
公
園
駅
北
口
に

「
比
企
の
尼
の
ふ
る
さ
と
」
の
誘

客
看
板
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
紙

芝
居
の
制
作
も
検
討
し
て
い
る
。

広
報
誌
等
の
活
用
も
あ
わ
せ
て
、

滑
川
町
の
町
お
こ
し
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

正
案
が
、
国
会
で
成
立
し
た
。

改
正
法
に
基
づ
き
、
滑
川
町
に

お
い
て
、
再
エ
ネ
促
進
区
域
や

温
室
効
果
ガ
ス
発
生
状
況
の
検

討
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
国
や
県
の
動
き
を
注
視

し
、
滑
川
町
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
達
成
に
向
け

て
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収

す
る
農
業
の
振
興
（
バ
イ
オ
炭

の
農
地
投
入
等
）、
森
林
公
園

や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
山
林
の
管

理
、
そ
の
他
、
緑
を
多
く
す
る

活
動
な
ど
も
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

カーボンニュートラル、カーボンゼロ他カーボン用語などの言葉比較図
カーボンニュートラル
カーボンネットゼロ
カーボンゼロ
ゼロカーボン
（ゼロエミッション）

二酸化炭素の排出を全体としてゼロにする
（排出量―吸収量＝ 0）

カーボンオフセット 排出量をできるだけ削減し、削減が困難な部
分をクレジットを購入して埋め合わせること

ネガティブエミッション 大気からCO2 を吸収すること
カーボンネガティブ
カーボンポジティブ
ビヨンド・ゼロ

排出される二酸化炭素よりも、大気から吸収
する二酸化炭素の量の方が多い状態

滑川堤よりみた「比企遠宗の館跡」周辺（滑川町和泉）
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編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
全
国
で
軌
道
に
乗

り
、
終
わ
り
の
見
え
な
か
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
終
息
へ

向
け
て
動
き
出
す
で
あ
ろ
う
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が

続
き
ま
す
が
、
観
客
数
を
制
限

す
る
と
い
う
変
則
的
な
開
催
を

強
い
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
の
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
の
全
身
全
霊
を
注
い
だ

競
技
は
い
つ
も
以
上
の
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
て
滑
川
町
議
会
で
は
４
月

30
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

議
会
の
新
し
い
人
事
体
制
が
決

ま
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
編

集
委
員
も
一
部
新
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
て
議
員
の
手
作
り
で

１
４
２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

�

（
内
田
敏
雄
）

次の定例会予定は
９月７日（火）～

【
編
集
】

�

議
会
広
報
発
行
対
策

特
別
委
員
会

委
員
長�

宮
島　

一
夫

副
委
員
長�

阿
部　

弘
明

委　
　

員�

上
野　
　

廣

委　
　

員�

上
野　

葉
月

委　
　

員�

内
田　

敏
雄

委　
　

員�

吉
野　

正
浩

委　
　

員�

紫
藤　
　

明

議会だよりの感想・ご意見を募集します

　「氏名」「連絡先」（匿名可）をご記入の上、見出
しに「議会だよりの感想」と明記の上、下記までお
送りください。いただいたご意見等につきましては、
一部を議会だよりにて紹介していく予定です。
宛先：滑川町議会事務局
〒3５５-8５8５�埼玉県比企郡滑川町大字福田７５0番地１
TEL. 0４９3- ５６- ６９１3　FAX. 0４９3- ５６- ５５２２
E-mail�na3411801@town.namegawa.lg.jp

　

滑
川
町
羽
尾 

山
屋
敷
に
あ
る
沼

で
、
上か
み

と
下し
も

に
連
な
る
沼
で
す
。

今
も
沼
の
水
は
稲
作
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
昔
は
も
っ
と
多
く
の
田

に
八
王
子
沼
か
ら
水
が
引
か
れ
て

い
ま
し
た
。
町
に
は
た
く
さ
ん
の

沼
が
あ
り
ま
す
。先
人
た
ち
が
守
っ

て
き
た
も
の
を
私
た
ち
も
守
り
、

管
理
し
て
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

ぎ
ま
し
ょ
う
。

名
前
の
由
来　

八
王
子
権
現
を

祀ま
つ

っ
た
祠
ほ
こ
ら
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

今
は
奥
の
方
に
八
坂
神
社
が
あ
る
。

 

（
高
柳
茂
氏
著
）

２
０
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１
年（
令
和
３
年
）８
月
１
日
発
行

発
行
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滑
川
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議
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責
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者
…
議
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瀬
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邦
久

編
集
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議
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広
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発
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滑
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●議事録�※１１月頃に公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信�※議会当日夕方には配信
　 滑川町ホームページ→議会→議会音声イン

ターネット配信（録音）→滑川町議会音声イン
ターネット配信

議 会

委
員
長
の
ひ
と
言

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

接
種
し
て
町
内
よ
り
感
染
者

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

八
王
子
沼
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